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高機能自閉症児における「不自然な動作」の認知・社会的背景
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認知・社会的背景
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Thecognitiveandsocialbackgroundofunusualmovements

inhigh-functioningchildwithautisln

ＨａｍｌＫａＭＡＴＳＵＳＨＩＭＡ＊ＳａｃｈｉｒｏＫＡＭＩＺＯＮＯ*＊

High-functioningchildrenwithautismoftenbehavestrangely・Weexaminedbehaviorsin

onehigh-functioningboywithautismfromadevelopmentalperspective・Weanalyzedhis

unusualbehaviorstakenfromhismother1srecords，nurserynursesrecordsandVTR

recordsbetweenO:Ｏ６ａｎｄ５:１０ｏｆage・Ｔｈeserecordscontainedhisvariousactivitiesinhis

dailylife・Wefoundthatthisobservedperiodwasdividedintothreestagesonthebasis

oftheregulativefunctionofhisbehaviorswhichmayhavesimilarcharacteristics・These

stagesweremadeupoffirst，thenon-regulation，second，theregulation-by-othersand

third，theself-regulation・Ｆｒｏｍtheanalysisofhisunusualmovementswiththeframe

ofthesestages，hismovementsshowedusqualitativechangeslinkedwiththe

developmentalchangesofregulativefunction．Ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｓｔａｇｅ（0:06-3:O3yrs)，his

unusualmovementswerenotfoundlnthesecondstage（3:04-3:O9yrs)，hismovements

werecharacterizedbytracingtheturn-takingswithotherpeople・Ｉｎｔｈｅｆｉｎａｌｓｔａｇｅ

(3:10-5:l0yrs)，theywerepeculiartohisintrusionintophysicalworldfrom

representationalworldltcouldbepointedoutthatthesecharacteristicsofhisunusual

movementsmight］eadtouniversalfeaturesamongthosewhoarehigh-functioning

childrenwithautism．

.；

Ｉ
Keywords：high-functioningautism，clumsiness，unusualmovement，self-regulation，

longitudinalexamination

まざまな指摘がなされてきている。たとえば、特

異な歩行や姿勢などの大筋運動の制御欠陥

(Bond，1986；DeMyer，1976；Damasio，＆

Maurer，1978)、プラクシス（praxis）の障害

(Ayers，1979）に代表されるような運動・動作

の企画やモニターの困難、動作模倣の欠如（８９，

DeMyer，ｅｔａ1.,1972；Rogers，＆Pennington，

1991)、奇妙なジェスチャー（e９．，Leary，＆

Hills，1996）など、自閉症児における身体運動

や動作に纏わる特異性は数多く報告されている。

従来の研究は、自閉症児が現わす特異な運動・動

はじめに

近年、自閉症者自身が執筆した回顧録などで、

身体感覚の認識障害や身体図式の形成不全を疑わ

せるような記述が随所に見受けられるようになり、

自閉症状と身体の姿勢や運動・動作の障害が密接

に関係している可能性が注目されるようになって

きた。従来から自閉症の運動障害については、さ
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作の発生機序を専ら大脳生理学や神経学などを基

盤として説明するものが多く、しかも運動・動作

の特異性は自閉症の本態と直接に関わる現象とし

てではなく、どちらかといえば周辺的な現象とし

てみなされていた。

ところが、1990年代に入り、アスペルガー症候

群と運動障害の関連`性を指摘する研究（Cox，

1991）に触発されて、自閉症児の運動障害に関す

る研究が一躍注目を浴びるようになった。アスペ

ルガー症候群は運動・動作の不器用性にその特徴

があるとの研究結果（e､９，Burgoine，＆Wing，

1983；Gillberg，1989）を受けて、不器用性とい

う行動特徴がアスペルガー症候群と高機能自閉症

の鑑別診断に有効な指標となるのではないかとの

観点で盛んに研究がなされた。しかしながら、ア

スペルガー症候群において不器用さが顕著であり

鑑別診断の指標として有効であるとの当初の研究

結果を追認する報告（e､9.,Burgoine，＆Wing，

1983）がある一方、両者に違いは見られないとす

る研究結果（e､９，Ghaziuddin，＆Bulter，1998；

Manjiviona，＆Prior，1995）もあり、現在まで

のところ運動・動作の不器用性が両群を分ける指

標として有効であるとの結論には至っていない。

こうした鑑別診断をめぐる議論は、自閉症児にお

ける運動・動作の障害に注目を集め、その発生機

序の解明にむけて道を開く可能性を持っていたが、

これらの研究の焦点がアスペルガー症候群と高機

能自閉症の鑑別診断だけに絞られていたため、自

閉症の本態と運動・動作の障害の関連性について

はほとんど言及されてこなかった。

神園（1998）は従来の自閉症児の姿勢・運動の

特異`性を指摘する研究が大脳生理学や神経学など

の生物学的な視点だけに偏していたことを指摘し

たうえで、自閉症児で問題となる姿勢・運動の特

異性は大脳生理学的な機能や構造の障害だけに還

元できない性質を持っており、むしろ彼らの自我

の態様や意識の作用、さらには他者を含めた環境

との関係で立ち現れる自己の存在様式などと密接

に関係していることを強調した。こうした観点か

ら、神園（1998）は、従来、実験事態などの統制

場面や半統制場面で取り上げられることが多かっ

た自閉症児の姿勢・運動の特異性を、曰常生活場

面において現れる姿勢・運動に着目することＩこよっ

て、生活世界における現象として生態学的な観点

から記述した。しかしながら、この研究の目的は

自閉症幼児に見られる「ぎこちない」動作を整理

し、その心的背景を記述することに主眼が置かれ

ており、それらが発達的にどのように推移するか

については次の課題としていた。

そこで、本研究は神園（1998）が提唱した枠組

みを継承した上で、新たに発達的な視点を導入し

て自閉症児の運動・動作の特異性の認知・社会的

な背景を描き出し、そのうえで自閉症の本態との

関連を論じることを目的とした。

ところで、神園（1998）は自閉症児が現す運動・

動作それ自体の特異,性に注目し、その現象を「ぎ

こちなさ」という用語で表現している。自閉症児

の運動・動作の特異`性は、運動・動作そのものの

奇妙さ、ぎこちなさにあるのは確かであるが、運

動・動作に問題がない場合でも、その運動・動作

の出現状況や行動文脈との適合性の観点から特異

性が指摘できるものもある。そこで、本研究では

そうした運動・動作も含めて広く特異な運動・動

作を捕捉し、その背景を論じるために「ぎこちな

い動作」に換えて「不自然な動作」という語を用

いることにした。また、知的障害による交絡要因

を排除して自閉症の本態と運動・動作の不自然さ

の関連を検討しやすくするために、本研究は自閉

症児全般を対象とした神園（1998）と異なり、高

機能自閉症児を対象とした。
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１．対象児

本児は199X年生まれの男児（Ａ）である。父３５

歳、母31歳のとき、第１子として、帝王切開によ

り出生する。妊娠２カ月と４カ月時に切迫流産の

徴候があったが、持ち直した。定頚３ヵ月、始歩

12ヵ月で運動発達上の問題はなかった。１歳の誕

生曰の頃には「ワンワン」などいくつかのことば

が出ていた。１歳３ヵ月時には目が合わなくなり、

つま先で歩くなどの特異な行動が出現しはじめた。

１歳６ヵ月健診で発達上の遅れが指摘され、１歳

８カ月時に児童相談所にて自閉性障害と診断され

た。この頃は母親以外の他者を寄せ付けず、他者

が近づくと声を出して威嚇したり、部屋のドアを
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閉めたりした。２歳２カ月で簡単な文章が読める構造の障害といった個人内要因だけに還元できずく

ようになった。アルファベットもすぐ覚えた。２他者との関係性を基盤として発生する側面を持つ

歳６ヵ月頃になると消失していた単語（りんご、ことが想定される。それゆえに、「不自然な動作」

みかんなど）が出はじめた。３歳を過ぎると語彙を他者との関係性に基づいて分析する必要がある。

数が増加し、母親に対しては一語発話によって要第二の指標は、「不自然な動作」の対象物との関

求を伝達できるようになった。３歳３カ月時に保連性である。「不自然な動作」が環境内の具体的

育所に入所し、障害児保育の該当児として処遇さな対象物との関係で生起したのか、あるいは具体

れた。数字や文字へのこだわりは依然として強く、的事物とは無関係に表象内事象から生じたのかと

カレンダーや文字ブロックなどのひとり遊びが多いう視点に基づいて分析する。そして、第三の指

く、他児との関わりはほとんどなかった。標は、「不自然な動作」を構成する身体の部位と

以上の生育歴と、小学校入学時の田中・ビネーその動きである。さらに、「不自然な動作」が生

式知能検査の結果がIQ136であったことを考慮じた際の対象児の発話の内容も補足的な指標とす

すると、本児はいわゆる高機能自閉症の範囑に入る。

るものと思われる。

結果と考察

２．手続き

本研究は、本児の、①0:06から4:0７（0:06は６１．本児の認知・社会的発達

力月、４:07は４歳７カ月の略：以下同様）までの、 自閉症児の「不自然な動作」を生成する要因と

母親による手記（以下、母手記と略す)、②3:0３して、生理学的および神経学的な身体要因と認知

から5:10までの障害児担当保育士による保育記録的及び社会的な心的発達要因の２つが想定される

(以下、保育記録と略す)、そして、③3:05からことは、既に述べたとおりである。本研究の目的

4:11までのＢ保育所場面におけるＶＴＲ資料（以は、後者の要因に焦点をあて、自閉症児が示す

下、ＶＴＲ資料と略す）を分析資料とした。③の「不自然な動作」の背景をなす心的発達要因を描

ＶＴＲ資料については、筆者らが１ヵ月に１回のきだすことであった。そのためには、まず自閉症

割合でＢ保育所に出向き、本児の保育所生活をＶ児の行動に表われた認知的及び社会的な発達経過

ＴＲに収録した。そして、それらのＶＴＲ資料のを把握することが必要になる。そこで、本児の生

中から、筆者らによって本児の「不自然な動作」育暦や保育記録さらに筆者らによって収録された

の出現場面が全て抽出され、ＤＶＤディスクに記ＶＴＲ資料から、本児の認知・社会的発達を辿る

録された。「不自然な動作」の抽出にあたっては、ことにした。

対象児の動作を２名の評定者が一致して「不自然｣、 本児は３歳３カ月時に保育所に入所するが、そ

｢奇妙」あるいは「特異」と認識したときに、それ以前は専ら母親との関係が中心であった。その

の動作を「不自然な動作」と判断した。抽出され頃は、／~他人汐特をかげても遊びの中に入ってき

た「不自然な動作」は前後の行動文脈をも含めてても、人の顔や姿に自力ji行か武人がきたのかも

エピソードとして文字に記録された。なお、抽出わからない状態_/にピソーハ７，Ｍａ母親手

されたすべてのエピソードは、104場面であった。ｊ記ノであり、／~母親ﾑﾕ外の人は全く寄せ付け武

こちらからの語〃かげばほとんど燕視新しい人

３．分析指標及び分析方法やモノに接するとその人やモノの周〃をぐるぐ

分析は筆者ら２名によって行われた。抽出されろと回る」（エピソーハ２，３０αｽﾉｦﾃ毒査に関

た「不自然な動作」は次に示した３つの分析指標わる観察記録)というように、母親とのいわば密

に基づいて、それらの動作の発達的変化と認知．着的接近状態にあって、社会的相互作用はきわめ

社会的背景が分析された。第一の指標は、「不自て乏しかった。しかも、この時期は多動傾向が顕

然な動作」の対他者性である。先にも指摘したよ箸であり、目的的な行動は皆無に等しかった。ま

うに、「不自然な動作」は大脳生理学的な機能やた、この頃の本児は失禁の自覚さえも欠落してい
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るなど、日常の生活動作は全般にわたって母親の

介助を必要とした。

ところが、保育所に入所して１カ月が過ぎる頃

になると、／深育士や他鬼のおしゃく〃を聞いて（

そのまま真Z1Vること汐状＜みられるようになって

いる」（エピソーバ３，３F“保育記録ノとの指

摘にあるように、以前にはなかった反響言語が出

現し、他者への志向性の兆しが見られるようになっ

た。また、ﾉｽﾉｦﾃ当時は立った蒙蒙着聲えようと

しなかったＡカバ５月頃)ｵ)ら声をかけられると津

服を自分でlii1ごうとする」はピソーハユ，ａ肱

保育記録ノなど、日常生活動作においても大き

な変化が出現しはじめた。

上述したように、本児の行動は保育所に入所す

る以前と以後では明瞭な変化を示した。家庭での

母親に全面依存した生活から、曰常生活動作を他

者に依存し難い保育所生活へと環境が変わること

によって、本児は否応なくそれまでの生活様式の

変更を迫られる事態に度々遭遇することになった。

その結果、保育士の指示や命令によって本児自ら

が行動を発動せざるを得なくなり、先に指摘した

エピソードのように曰常生活動作の改善がもたら

されたのであろう。この時期の行動は自らの意図

に基づいて発動されているのではなく、指示や命

令などの他者の意図によって制御されている点が

特徴的である。このように見てくると、保育所入

所を契機とする本児の行動の質的変化は、行動の

発動を司る制御機能の有無に起因していると考え

ることができる。すなわち、行動の制御が全く機

能していない保育所入所以前と保育士の指示や命

令などの他者の意図によって行動が制御される保

育所入所後である。そこで、前者を「無制御期｣、

後者を「他者制御期」と命名した。

かくして、本児の認知・社会的な発達にともなっ

て、行動の制御機能が質的に変化するとの枠組み

を想定できる。そこで、この枠組みに基づいて、

本児のその後の行動を検討した。本児は保育所に

入所して半年を過ぎる頃になると日常生活動作は

一通り自立するとともに、それ以外の動作におい

ても自らの意思で行動を発動することが可能になっ

た。〃これは何？」’なんで○○したらいけない

の？′などの疑問や貿問が多い」（工と｡ソーハ５，

丘凪保育記録ノや、ノ他鬼汐樵實士を独占して

いるとＡはＣを保育士から引き離し目元Ｍ標育

士に抱きつざ’ｃ、－人で遊んでノノと言う反面

保育士のj皆示を属肋)ないこと汐X多い」はピソー

ハ６，〃α保育記録）などのエピソードから、

本児はこの時期になって、制御の主体を他者から

自己に引き戻し、行動の自己制御が可能になった

ものと推察される。

以上のことから、本児の認知・社会的発達に伴

う制御機能の質的差異に基づいて、本研究で対象

とした分析期間を以下に示した３つの時期に区分

した。すなわち、動作の発動に制御が機能しない

｢無制御期」（0:０６～3:03)、動作が他者の制御に

依存する「他者制御期」（3:04～3:09)、そして自

己の制御で動作を発動する「自已制御期」

(3:10～5:10）である。これらの時期区分ごとに、

｢不自然な動作」の特徴とその背景を以下に記述

した。

２．各制御期の「不自然な動作」の特徴

;W鯛/髭Zﾑﾘｳﾞ⑰〃～＆〃

この時期の本児の行動を把握するには、全面的

に母親の手記に頼らざるを得なかった。この手記

には、本児の「不自然な動作」を直接に記述した

部分は、先述した「新奇な人やモノの周りをぐる

ぐる回る」といった箇所だけであった。それゆえ

に、本児の行動記述から「不自然な動作」の有無

を推測するほかはないが、運動発達自体も未熟で

生活のすべてを母親の介助に依存しているこの時

期には、不自然な動作が出現する可能性は薄いと

みてよいかもしれない。

他者ｉｉｉﾘﾉ御期（ａ〃～＆〃

他者制御期に出現する「不自然な動作」は、制

御機能に依存して出現すると思われるものとそう

でないものの２種類が見出された。その出現頻度

は前者が圧倒的に多く（61場面、92.4％)、後者

は僅か5場面（7.6％）にすぎなかった。ちなみに、

制御に依存しないと思われる「不自然な動作」は、

歩行や小走りのときに左手が挙がるといった身体

の左右アンバランスな動作（Fig.1-1）や、帽子

装着時に頭と帽子のツバの向きを合わせられない

(Fig.1-2）とか、椅子を片付けるときに上手く

椅子を重ねられない（Fig.1-3）などの自己の身

体とモノとの関係から生じる「不自然な動作」な

２ｓ
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事態では、本児は当該の保育士の指示や命令を自

らに取り込み、それをなぞることで行動を発動す

るようになった。こうした事態になると、動作そ

のものではなく、行動の文脈に照らした時に、そ

の不自然さが際立つような動作が出現してきた。

たとえば、次に示す例がそうである。１つは、

/曰保育園生活で保育±'ｙＡに言っている灰カバン

開けてノ上i篝i誉てノスボン履いてＭ等の指示言

語と指さしで命令され、Ａは行動することを覚え

る。しだいにＡは自分でも指さして言うようにな

〃、行動できるようになってくる」はピソーバ

８，３胆母親記録ノである。２つはｲﾉﾗ屋外に

遊びに行くところ。Ａは！;lか置いてある靴箱を手

のひらを上向きにして指さし『わ.２７－７入ｆと

$M履いて’と言う。そして（教室の申にいる保育

士を見る。再度Ａは靴箱を見て通常の指さし

(月９２７－幻をしてから靴箱に近づき、鍬をっか

ﾛ､ソ（エピソーバ９，３F“ＶＴＲ記録ノである。

両エピソードに共通する不自然さは、行動に先

立って指さしが出現することである。一見すると、

指さし自体には特に変った特徴はみられず、それ

だけをみる限りにおいては何ら不自然さを感じな

いが、一連の動作系列として文脈的に捉えたとき

にその不自然さが浮かび上がってくる。では、な

ぜこうした不自然さが出現してくるのであろうか。

その手がかりは、指さしと同時に発せられる本児

の言葉にあった。本児は保育士の指示をなぞって

いるのである。そうすると、行動に先立つ指さし

も保育士の視点から発せられた指さしをそのまま

なぞることで出現したものと考えることができる。

その証拠に、『カバン開けて１上着着て１ズボン

履いて！』や『上靴履いて』などの言葉に随伴す

る本児の指さしは、先に指摘したように手のひら

が上向きになっており、担当保育士が本児に行動

を指示する際の指さしと形態上同一であった。つ

まり、本児は他者視点から発せられた保育士の指

示とその際に随伴する指さしを、そっくりそのま

まなぞることで当該の行動を発動していたのであ

る。したがって、行動の起源が他者の側にあると

いう点で、やはりこの「不自然な動作」は他者制

御の特徴を保持していると言えるであろう。本児

は命令する他者の視点からの指さしと、当該の行

動に繋がる自己の視点から発せられる（手の甲が

1-1左右非対称 1-2身体とモノ 灘

1-3モノとモノ 1-4身体とモノの向き

蕊
惑
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轤
轤
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Figurel制御に依存しない「不自然な動作」

どであった。ここでは、この時期に出現する「不

自然な動作｣のうち圧倒的多数を占める制御依存

の「不自然な動作」について、その特徴を記述す

る。

他者制御期の初期、すなわち保育所入所当時に

は、先述したように本児の行動は保育士の直接的

な指示や命令に忠実に従って発動されていた。

Ⅳ月の頃/目t繕ﾉﾜﾜしたおむつをトイレに捨てに行

くのを嫌ﾉｸｺﾞっていたカベ最近では声)ｳ)けをすると

自分で捨てに行くようになっている」はピソー

ノL;f７，３妬保育記録ノのように、本児は専ら保

育士の指示に従って行動していた。この時期の本

児の行動に「不自然な動作」は捕捉されなかった。

このことはおそらく本児の行動のほとんどが保育

士の指示によって発動されていたことに起因する

と思われる。

保育所に入所して２ヵ月を過ぎる頃、本児は指

示や命令によって確実に行動を発動できるように

なった。すると、今度は簡単な動作であっても他

者の指示や命令がないと行動に移れない、いわゆ

る「指示待ち」の状態が支配的になってきた。し

かし、指示待ち状態でも、例えば保育士が傍にい

なかったり、保育士に気づいてもらえなかったり

など、当該の指示が常にもたらされるとは限らな

い。そうした時でも一定の行動を余儀なくされる
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他者制御期

2-1-1他者の指さし 2-1-2自己の指さし

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

移行段階

Ｉ

2-2-1トイレ覗き2-2-2踏み止め2-2-3自己命令2-2-4「しっこだよ」

自己制御期 へ

2-3-1歌うふり（舌）2-3-2「しろももらえる」2-3-3「お－つと」

Figure2制御に依存する「不自然な動作」

上を向いた）指さしの両視点からの指さしを前後はじめた関係性を基盤として、トイレでの排泄行

して連続的に行っていた。そうした場面が、この動へチャレンジしはじめた。最初は、保育所入所

時期には随所に認められた。このように、他者制後４ヶ月頃に母親と保育所のトイレで泣きながら

御期における「不自然な動作」は、他者の指示をではあるが初めておしっこができた。しばらくし

取り込み、それをなぞることで行動を発動させるて、今度は担当の保育士と一緒に同様な排泄行動

ときに顕現化するという特徴をもつことが明らかが可能となった。そして、ついには保育士の声か

になった。けで他児と一緒にトイレに入ることができるよう

移行段階は〃になった。この経緯は、本児における愛着対象の

本児は保育士の指示や命令を取り込み、それを広がりを物語っていると同時に、本児のトイレ恐

自らなぞることで保育所における曰常生活動作の怖がまさに愛着関係の広がりに呼応して漸進的に

うち排泄を除く生活動作を獲得した。ちょうどこ改善されていく様子を表している。別府（1994）

の頃に、本児が示す「不自然な動作」に新たな質は、自閉症児の愛着対象の形成過程を発達的に検

的転換が生じはじめた。本児は保育所入所以前か討し、４つの段階を指摘した。その第４段階では

らトイレに対して恐怖反応を示していたことから、心理的安全基地としての愛着対象が形成されると、

他の生活動作に比べて排泄の自立が極端に遅れてその関係を基盤として不安・不快なことに対して

いた。しかし、ノおしっこは出なくてもトイレにもチャレンジすることができるようになることが

行く練習をすると泣いて)逃げる」（エピソーハ指摘されている。まさに、本児のトイレ恐怖への

７ａａＯａ保育記録）などの拒否反応を示していチャレンジは、別府（1994）が指摘した第４段階

た本児が、この頃になると他者との間に構築されの特徴を表しているといえよう。

３１



上記のようなトイレ恐怖に対する取り組みの延前輪が横を向いているにも拘わらず、足で蹴って

長上で、他児とトイレに入ったまさにその翌曰に前に進ませようとする」（Fig.1-4）などの動作

次のエピソードに示すような自分ひとりで排泄にが、その割合は少ないものの依然として認められ

挑もうとする行動が出現してきた。た。しかし、この時期になると本児の曰常生活動

ノーその曰、利目/目t篭「ち着きなく、もじもじして作は完全に自立し、それまで本児が示していた他

いた。しばらくした後、保育士に接近し、目の前者制御に基づく「不自然な動作」は完全に消失し

でジャンプ゛した〃、蒙妙に踊ったりしてしばらくた。ところが、この時期になって、これまでには

保育士の周りを動き回った。保育士はj；6R/臣の様子見られなかった新たな「不自然な動作」が出現す

に気づか式全く反)応を示さなかった。すると、るようになった。それらの「不自然な動作」は、

季Ｕ臣は自らトイレに向かい、しばらくトイレを顕曰常生活動作以外のお遊戯や粘土遊びなどの設定

＜ように眺めていた（Rg2L2L7ノハ勢いよく遊びのように集団が統制される場面や非曰常的な

トイレの敷居を踏み越そうとするまさにその瞬聞場面において顕著に出現した。次に示すエピソー

立ち止淺〃(ｎｇ２２ＬＤトイレから/ii縁zた゜しかＦがそうである｡‘

し、すぐにトイレを指さして（RgL22-a）再び１つは、／学芸会の発表申のことである。Ａも

トイレに向かって歩き始めたハすぐｔ体の向き舞台の列に並んでいるカベー人後ろを向いてきょ

を変えてｋすぐ隣の職員室に入ツ、戸111'をノックろきよるしている.しばらくするとＡは前を向い

して′しっこだよノと何度も繰ツj返し言ったて舌を突き辻仏、口を大きく嚴閉して歌う真YZYを

(ﾉｰね.２２`切にピソーノＷ７，ａ皿ＶＴＲ記する（R9.2-3-ＤＪ（エピソーハノｚ４７ＺＶ７

録)。Ｒ記録ノである。

本児はトイレを促す指示を保育士から引き出そこのエピソードは衆目の中、ステージ上で歌を

うとして、以前の指示待ち行動とは異なる様々なうたうという緊張を強いられる場面で、本児は身

目立つ動作を示した。しかし、保育士からの指示を処しかねて周りを見回し、自らが取るべき行動

は得られなかったため、自らの意思で動作を起こを把握した結果、舌出しと口の開閉という奇妙な

そうとする。しかしながら、やはりトイレの恐怖動作に至ったことを表している。つまり、本児は

|こは打ち勝てず、一旦あきらめる。その後、再度、自らの意図に基づいて動作を発動したものの、結

勇気を奮い起こして、今度は以前の他者制御期の果として「不自然な動作」になったものと推測で

行動様式に立ち戻り、行動に先立ち指さしをするきる。まさに、動作を自己制御したがために、動

ことでトイレに入ることを試みた。それでもやは作そのものが不自然になったと考えられるのであ

りトイレに入ることができず、本児は保育士の指る。

示を待つために保育士に働きかけた。その際の行２つは、ノンｓ面の色塗岬汽業由『しるももらおっ

動は他者制御とは異なり、自己の視点から発動さと』と離れたところで男児刀塘すのを聞くと、

れた行為や言葉であった。以上のように、エピソー『しろももらえない、しるももらえる．．（蘆簾

F11のトイレ場面での「不自然な動作」は、他者不明言i語Ｍとﾊﾟi'方を指さしながら/層澗にしわを

制御と自己制御が相互に入り組んで混在すること寡ｔｆﾉ色読妙な顔で話す〈ｎｇ２３Ｊ２)。そして普段

によって生じたことが想定される。そうだとすれの顔に房〃色』塗ツを始める」（エピソーハァュ４J

ぱ、この段階は他者制御から自己制御への移行段/αＶＴＲ記録ノである。そして、３つは灰お面

階として位置づけられるであろう。の色塗ＷＦ業申に、Ａは前に座る女兎のお面を見

目己制琵Z期（ａ７０～ａ７のつめる。突然前方を指さしながら’なんかいる

自己制御期になると、本児は制御の主体を他者いる湊ぜてたいろ』と諸式しかし、前に座る女

から自己に引き戻し、自己の意図に基づいて行動帽は反)lZrを示さない。続いて《Ａは『色はここだ．

を制御することができるようになった。自己の身な、この色は'と鍵〃で話をしている。時折上

体とモノとの関係把握不全のように制御に依存し目遣いで譲汐)に示すﾌｵ)のようにうなずいている爪

ない「不自然な動作｣、例えば「キックボードのＡの/周囲にいる子どもたちはＡに反)応『していない。
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Ａは再び色塗〃を始める。すると蒙妙な顔でクレ

ヨンを振り回し、’３ｓ一つと’’2台－つと』と言い

(ｎｇ２３ａ)、片足を椅子の上に乗せる。しかし

すぐXご豊椴の顔に房〃何薑もなかったように塗〃

はじめるノ（エピソーハＭＷｑＶＴＲ記録ノ

である。エピソーF13と14に見られる「不自然な

動作」は、それらの動作に対応する外的要因が存

在しないことから、本児の内的活動に随伴して出

現したものと推察される。これらの動作は本児の

内的活動に起源を持つために、現実の行動文脈に

依存しない、脱文脈化した性質を帯びていた。エ

ピソーF13とエピソード14は、前者が当該の遊び

の中で交わされた言葉に触発されて内的活動が駆

動したのに対して、後者は外的な触発事象が存在

しないという点で異なる。しかし、こうした差異

はあるにしても、いずれの場合も内的活動が駆動

しはじめると本児の動作はその時点での行動文脈

とは独立して出現するために、その不自然さが強

調されることになる。

このように自己制御期においては、行動の主体

としての自己が前面に出はじめることによって、

上述した２つのタイプの「不自然な動作」が出現

した。１つは、非曰常的な場や状況において自ら

の動作を過剰に意識し、自らの行動を制御しよう

とするがために、結果として動作が不自然になっ

てしまうタイプである。２つは、内的活動が脱文

脈的に顕現化してしまうことによって動作が不自

然になるタイプである。両タイプの出現の頻度は、

後者が多く、その割合は63.6％であった。したがっ

て、この時期に出現した内的活動に随伴する「不

自然な動作」は、高機能自閉症児にみられる「不

自然な動作」の本質を表している可能性がある。

また、これらの「不自然な動作」は、自閉症児の

奇異な行動としてしばしば指摘されてきたタイム

スリップ現象やフラッシュバック現象とも密接に

関係していることが推察される。それぞれのタイ

プの「不自然な動作」が出現する心的背景につい

ては後述する。

に対応した「不自然な動作」が出現した。しかし、

制御に依存しない「不自然な動作」は、発達に伴

う制御の時期区分に関係なく一貫して出現した。

このような「不自然な動作」は、自己の身体と対

象物との関係に基づいて起きている点が共通して

いる。神園（1998）は自閉症児における姿勢・運

動の「ぎこちなさ」を自閉症の本態と関連した極

めて重要な現象であるとして、その心的背景を描

き出している。それによれば、自閉症児の姿勢・

運動の「ぎこちなさ」の背景には、認識の原点と

なるべき身体図式の未成立があり、自己の身体を

｢自己の身体」として意識できないためにさまざ

まな行動上の問題が生じるとしている。本研究で

見出された制御に依らない「不自然な動作」は、

まさに自己の身体図式の未成立に根ざした現象と

して捉えることができる。

山上（1999）によれば、「愛着対象が分化しは

じめると、認知の場が体制化される停泊点となる

のと同様に、自己の身体の感覚や知覚と活動が一

つの全体的な図式へと体制化されていく停泊点と

もなる」ことが示唆されている。つまり、この指

摘は、身体図式が他者との関係性の発達を基盤と

して形成されることを示している。自閉症児の模

倣欠陥や視点移動の困難さに基づく様々な奇妙な

動作などが発達とともに軽減または消失するとい

う従来からしばしば指摘されている現象（e９．，

Morgan,＆Curter，1989）は、まさに他者との

関係性の発達を基盤とする身体図式の形成に支え

られていることを物語っているとみることができ

る。本研究の対象期間中には本児の制御に依存し

ない「不自然な動作」は、一貫して出現しており

変化は認められなかったが、山上（1999）らの研

究から予測すると、発達に伴って今後大きな変化

が出現する可能性も否定できない。いずれにして

も、ここで取り上げた「不自然な動作」はその出

現頻度は低いとしても、自閉症の本態と関連して

出現し、少なくとも幼児期のある時期にはたびた

び観察される重要な現象であるといえよう。また、

この種の動作の不自然さは、従来、特にアスペル

ガー症候群において指摘されてきた動作の「ぎこ

ちなさ」といくつかの共通特`性を持つことから、

これらの関連性については今後、検討されるべき

重要な課題になるであろう。

■
■

３．「不自然な動作」の心理・社会的背景について

１）制御に依存しない「不自然な動作」

前述したように、行動の制御機能が発達に伴っ

て質的に変化するにつれて、それぞれの制御機能
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￣

２）制御依存の「不自然な動作」

先にも指摘したように、本研究で多く確認され

た「不自然な動作」は、制御機能に依存して出現

してくるものであった。以下に制御依存の「不自

然な動作」について、その背景を検討する。

本児に出現した「不自然な動作」は、行動の制

御機能に基づく時期区分ごとにその性質を異にし

ていることが明らかになった。

他者制御期に出現した「不自然な動作」は、動

作それ自体が不自然なものはまったく見られず、

すべてが行動文脈に照らしたときに、その不自然

さが浮き立つものであった。日常生活動作の獲得

に関わって、他者の指示で行動できるようになる

他者制御期の前期においてはまったく「不自然な

動作」は出現しなかった。しかし、他者制御期の

後期に見られるように他者が存在しない場面で、

既に取り込まれている他者の指示を動作や言葉に

出してなぞることで再現できるようになると、

｢不自然な動作」が数多く見られるようになった。

つまり、この時期には、本児は他者の指示とそれ

に対応する動作の随伴性を一対としてなぞること

で当該の動作を生成していた。それゆえに本児

がなぞる動作は規範となる他者の動作をモデルと

しているために、その動作自体には何らの不自然

さも認められなかった。ところが、動作に先行し

た他者視点に基づく指示言語などの行動文脈を背

景としたときに、動作の不自然さが惹起されるの

である。これらのことから、他者制御期における

｢不自然な動作」は、他者視点に基づく行動の発

動というこの時期の特徴をよく反映していると言

えよう。

自己制御期における「不自然な動作」には２つ

のタイプがあることが指摘された。１つは自らの

行動を制御しようとするがために、結果として動

作が不自然になってしまうタイプであった。２つ

は、内的活動が脱文脈的に顕現化してしまうこと

によって動作が不自然になるタイプであった。

タイプ１の「不自然な動作」は、発表会や運動

会などの非曰常的な行事の場面において出現した。

自己制御期に入ると、保育士の指示を規範として

自己の行動を制御できるようになるが、自己制御

が成立する途上において、本児は保育士が指示す

る対象を認知する手がかりとして、保育士の身体

の向きや視線を有効に利用する術を獲得していた

ものと思われる。その証拠に、本児は常に担当の

保育士が指示する際の保育士の動作や視線の方向

を探る素振りを示していた。そのうち、本児は次

第に当該の保育士の動作や視線に対して敏感に反

応するようになるとともに、この行動スタイルは

般化し、その他の保育士や大人の視線に対しても

同様な反応を示すようになった。従来から、高機

能自閉症児のこうした行動特'性については、「誤

りの信念」課題において基礎をなす心理化に依ら

ずに人やモノや場を関連づけることで問題解決を

図る戦略説（Happe，1994）の枠組みの中で紹介

されてきた。他者の視線や身体の向きをモノや場

と関連づけることで自らの行動様式を獲得した本

児は、さまざまな状況でこれらの行動様式に依存

するようになるであろうことは容易に推測できる。

本児がこうした行動特性を持つとすれば、発表会

や運動会のように自己の動作が注目を浴びるよう

な場や状況においては、その場や状況に張り付い

た特定の規範やルールを強く意識せざるを得なく

なるのではないだろうか。そして、こうした一種

のストレス状況でこの規範に合わせて自己の行動

を制御しようとしたために動作が不自然になった

のではないかと思われる。Ayres（1985）は、あ

る特定の文脈において意図的な運動プランを意識

的に形成し、実行する能力をプラクシス

(praxis）と呼び、条件づけられた運動パタンや

自動的、反射的な運動パタンに必要な能力と区別

している。上述したタイプ１の「不自然な動作」

は、まさに意図的に動作を形成しようとする際に

出現している点で、プラクシスの問題として捉え

ることができる。自閉症児におけるプラクシス障

害については、DeMyer，ｅｔａｌ．（1981）をはじ

めいくつかの研究が報告されている。DeMyer，

ｅｔａｌ．（1981）やJones＆Prior（1985）によれ

ば、自閉症児には普遍的にプラクシス障害があり、

彼らの非言語的コミュニケーションや社会的行動

を妨げる基底要因となっていることが指摘されて

いる。また、ＲｏｇｅｒｓｅｔａＬ（1996）は自閉症児

の模倣欠陥や社会的行動の障害は彼らのプラクシ

ス障害に起因することを指摘した。こうした研究

は、自閉症児のプラクシス障害に神経学的な背景

を仮定している。本児が示したタイプ１の「不自

…
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然な動作」が神経学的な背景を持つかどうかは明

言できないが、少なくともプラクシスの障害特性

ときわめて類似する特徴をもつことは指摘できる

であろう。

タイプ２の「不自然な動作」は、日常的な生活

場面で出現した。保育所生活は基本的にお遊戯や

制作などの設定場面と自由遊び場面の２種類に集

約される。本児の「不自然な動作」は、専ら設定

場面で出現し、自由遊び場面での出現は皆無であっ

た。しかも、出現した「不自然な動作」は現実の

行動文脈から逸脱した本児の内的活動を反映した

ものであった。また、その内容は他者制御期にみ

られた他者の指示とそれに対応する動作との随伴

関係を一対としてなぞる、いわば第三者的視点か

らのなぞりと違って、自己の視点から実在しない

他者へ向けた発話、いわゆる自己内対話の様相を

呈していた。

自由遊び場面は規範やルールにとらわれず、自

由な意図に基づいて行動が可能となる事態である。

したがって、行動制限が作用しないことによって

内的・表象的な活動よりも、専ら現実場面におけ

る外的環境との関わりで行動が生起するために

｢不自然な動作」は出現しないのであろう。しか

し、設定場面は非曰常場面ほど規範やルールが厳

しいわけではないが、課題要求や指示が存在する。

設定場面ではそれらの指示に沿って行動すること

が求められるが、お遊戯会や運動会のように他者

視線は存在せず、しかも課題要求や指示は集団場

面であるがゆえに厳格ではなく、ある程度の自由

な振る舞いが許容される。こうした事実を考慮す

ると、設定場面は非曰常的な行事場面と自由遊び

場面の中間に位置づくいわば半統制的な事態であ

ると考えることができる。半統制場面としての設

定場面では、たとえば「お面作り」や「お面の色

塗り」という課題目標が設定され、目標達成に至

る大まかな手順までは提示されるものの、実際の

作業は本児の自由な裁量に委ねられる場合が多かっ

た。しかし、自己の判断に依存しなければならな

い事態は、本児にある種の緊張とストレスをもた

らすと同時に、自ずと表象に基づく内的活動を賦

活させることになる。先に指摘した色塗り場面の

エピソードを例に考えてみよう。本児は特定の色

に対してこだわりを示すために、これまで色塗り

の場面で保育士から指導を受ける経験が多く、そ

れ故にクレヨンの色選択は本児にとって緊張を強

いる事態であったと思われる。その証拠に、他児

のお面の色や色選択の言葉に端を発して、本児の

内的活動が突然に駆動しはじめ、色選択に纏わる

内的活動が活性化するのである。本児は色に関係

する言葉を連発しはじめると次第に興奮した面持

ちになり、そのうち突然椅子から立ち上がり、険

しい表'情で中空を指さして他者に命令するような

言葉や口調へと変貌した。そして、直後に何事も

なかったかのように色塗り作業に復帰した。こう

した本児の一連の動作は、随伴することばの内容

と相俟って、その不自然さを際立たせた。このよ

うに、半統制的な場面が内的活動を賦活しずそれ

が現実場面に侵襲した結果がタイプ２の「不自然

な動作」となって表出されたものと考えられる。

内的活動が言葉や動作となって表出してしまう

現象は、通常の発達、とりわけ幼児期においては

たびたび見られることであり、そのこと自体は特

異的ではない。幼児期初期には自已と他者が分化

し、自己と他者の対話的なやり取り、すなわち自

他二重的な対話が出現する。そして、自他二重的

な対話経験が積み重なるにつれて、その自他二重

性は次第に内化しはじめ、内的な対話構造として

の自我二重性へと変貌する（浜田、1992)。自他

二重性から自我二重的構造が形成されはじめる頃、

いわゆる自我の芽生えとして指摘されるこの時期

にたびたび目撃される行動が、ひとり語り、ひと

り二役的な言葉や振りなどである。これらの行動

は、まさに内的に交わされる自我二重的な対話が

外的に表出されたものに他ならない。このように、

内的活動が行動となって表出される現象は自我構

造が形成されつつある過渡期には一般的に見られ

るものである。通常の発達に見られるこうした行

動に比べてγ本児の行動が不自然にみえる背景と

して次のことが指摘できる。すなわち、通常の発

達に見られるひとり語りやひとり二役的な言葉や

動作は、他者との関わりの乏しいひとり遊び場面

のような非社会的な場面において見られる（麻生、

1992）のに対して、本児の行動は課題場面や設定

場面などの特定の社会的な場面や文脈において突

然に出現することである。社会的な場面や状況と

は無関係にこれらの「不自然な動作」が出現する
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のはなぜだろうか。一つの可能な見解は、社会的

場面が本児にとっては社会的として機能し難いと

いう点にあるかもしれない。本質的に自閉症児は

他者との自他二重的な関係を形成し難い。こうし

た現実場面における他者との対話的展開の乏しさ

が、内的世界への傾倒と肥大化をもたらしたこと

が推察される。さらに、社会的関係性が表出に対

する抵抗として機能しないために、内的世界の内

容が現実世界の状況との関係で調整されずにその

まま表出されてしまう状態、すなわち無制御状態

に陥ってしまうことによって、さまざまな動作が

社会的な場面や状況と無関係に出現するようにな

るのではないだろうか。このように考えると、自

己制御期における「不自然な動作」は、高機能自

閉症児の特徴を最も良く表していると言えよう。

制御の研究の系譜に照らして、以下に本研究の結

果を捉えなおしてみた。

行動の自己制御に至るまでの道筋を上述のよう

に描いたルリヤの研究は、実験事態での資料に基

づくものであったが、本研究のように日常生活場

面における行動の分析においても、基本的に同様

な発達経過を確認することができた。ただ、本研

究では他者の命令や指示をなぞることが自己の行

動を発動する契機になっている時期を特に「他者

制御期」と命名し、その後の「自己制御期」と区

別して記述した。「他者制御期」において指摘さ

れた「不自然な動作｣、すなわち他者の指示と自

ｮ己の行動との随伴性をそのままなぞる動作は、既

に取り込まれているパタン化した動作系列の単な

る再現に過ぎなかった。そのために、こうした行

動様式は日常生活動作の獲得を促し、適応性を高

める反面、トイレ場面での指示待ち行動にみられ

るように、この随伴`性に過剰に依存するため、新

たな問題を惹起することにもなった。

また、自己制御が対人的コミュニケーションに

依存するということについて、本研究でも同様な

現象が指摘された。たとえば、他者制御期から自

己制御期への移行期において、本児のトイレ恐怖

は、まず母親との関係で克服され、次いで保育士、

さらに他児との関係で克服された。そして、その

延長上でついに自らの意思でトイレに向かおうと

して葛藤状態に陥ったときに「不自然な動作」が

出現した。このことは、本児が自らのトイレ恐怖

を他者との関係を基盤として制御できるようになっ

たこと、さらには自らの意思で行動に踏み込めず

他者の指示にすがろうとするような制御の主体が

交差するときに「不自然な動作」が生じたことを

物語っている。いずれの場合も制御が対人的コミュ

ニケーションに依存することを示唆していると言

えるであろう。また、発表会や運動会などで多く

の他者の注目を浴び、特定の規範やルールを意識

せざるを得ないような場面において、自己の行動

を意識的に制御しようとする際に「不自然な動作」

が出現した。このことも、もとを正せば、行動の

制御が対人的コミュニケーションの在りように依

存していることを物語っている。

以上のことから、自閉症児においても制御機能

は言語の行動制御に限らず、情動や感情の制御に

総合考察

本研究は行動の自己制御を軸に自閉症児の「不

自然な動作」の心的背景を描き出した。自己制御

に関する研究の系譜は、言語の行動調整について

のLuria（1969）の研究にその起源を遡ることが

できる。彼の研究によれば、幼児期の行動は、他

者の言語による制御から、自己の言語による制御

へと進み、しかも外言から内言による制御へと発

達的に移行していくことが明らかにされた。その

後、自己制御の研究は、その対象が行動だけでは

なく、さまざまな要求や欲求の調整に関わる情動

や感情の制御へと拡大するようになり、曰常生活

場面における多様な現象を対象にできるようになっ

た（Mischel，＆Mischel，1983；氏家，1980；柏

木，1988)。そして、最近の研究は自己制御を対

人コミュニケーションの中で捉えようとする研究

にシフトしつつある（鯨岡、1993)。すなわち、

自己制御は他者とのコミュニケーションの中で展

開するものであるため、個人内機能としてのみ捉

えるべきではなく、関係力動論的な視点から捉え

なおす必要があるというものである。このように、

Luria（1969）をはじめとする自己制御の研究は、

言語の行動調整に関わる実験的な研究から曰常生

活場面におけるＩ清動や感!清の制御に関する研究、

さらには自己制御の起源を対人的コミュニケーショ

ンに求める研究へと拡大してきた。こうした自己

：
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まで及ぶこと、さらに制御機能は他者との関係性

や対人的コミュニケーションの在りように依存し

ていることが見出された。また、自閉症児におい

ては、制御機能が作用することによって、彼らに

特有な「不自然な動作」が生成されることが明ら

かになった。このことは、自閉症児の「不自然な

動作」の心理・社会的な背景要因を記述するうえ

で、行動の制御機能の発達的変化を基軸とするこ

との有効性を示唆している。

制御機能の発達的変化に基づく分析から、自閉

症児が示す「不自然な動作」には、制御機能が関

与しないものと、制御依存のものがあることが明

らかになった。制御に依存しない「不自然な動作」

は、発達的な時期区分に関係なく一貫して出現し

ていた。従来は神経学的な背景のもとで論じられ

てきた現象と重なる特徴を持つが、本論では神園

(1998）が指摘した身体図式の未成立の枠組みで

解釈した。

一方、制御依存の「不自然な動作」は、制御機

能の発達に伴う質的な変化によって大きく性質が

異なった。他者制御期における「不自然な動作」

は、他者の指示とそれに対応する動作の随伴`性を

なぞることで出現し、その不自然さは動作そのも

のではなく、動作が生起する文脈を背景にしたと

きに際立つものであった。これに対して、自己制

御期の「不自然な動作」は、自己の意図や内的世

界が前面に出るときに出現し、その不自然さは動

作そのものにあることが多かった。また、自己制

御期の「不自然な動作」は、規範やルールに合わ

せて自ら行動を制御しようとするがために結果と

して動作が不自然になってしまうタイプ１と、内

的活動が脱文脈的に顕現化してしまうことで動作

が不自然になるタイプ２の２種類が見出された。

タイプ１は神経学的な背景を想定するプラクシス

の障害特性と類似する性質をもつのに対して、タ

イプ２は自己と他者の表象、さらにはそれらに基

づく社会的コミュニケーションと密接な関係をも

つことが推察された。タイプ２はその出現率がタ

イプ１に比べて圧倒的に高く、本研究が対象とし

た高機能自閉症児の行動特性や問題行動を如実に

表していると思われる。McNeill（1985）は発話

と身振りは共通する生成の基盤を持っており、身

振りは発話と同じ発達の順序性を持つことを指摘

した。「言語および非言語的なコミュニケーショ

ンの質的な障害」として指摘されている自閉症児

におけるコミュニケーション障害の本質を把握す

る上で、タイプ２の「不自然な動作」の起源を探

ることは、彼らの発話の生成機構やその基盤とな

る思考の特』性を解明することに道を開く可能`性を

持つかもしれない。
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